The research of emotions to the unfavorable member in a class : From the viewpoint of the “black sheep effect" by 長峯 聖人 et al.
'!SlIlw{Ja fセ)'chologic臼rRcsearch 





The research of emotions to the unfavorable member in a class: From the viewpoint of the "b1ack 
sheep effect" 
Masato Nagamine (Graduate School 01 Com戸rehensiveHuman Sc叩nces，();ηiversUy of lsul?Uba， 
TsuJ?uba 305-8572， ]tゆan)
Miki Toyama (Flαculty 01 Human Sciences， UniversUY 01 Tsuhuba， Tsuhuba 305-8572， japan) 
The research of emotions to the unfavorable member in a class: r:;om the viewpoint of "black sheep effect" 
The purpose of this study was to examine the side of emotio11 01 black sheep effect in a class. 1n 
this study， we developed the scale of emotion towarcl unfavorable member in a class， and investigatecl 
association between the scale and social comparison orientation or group identification or self同esteem.
15 junior high scbool students participated in our pilot study， and we developed a prototype tbe scale. 
Next， 559 junior high school students participated in our main study. l<actor analysis indicated tbat the 
sca1e of emotion toward unfavorable 1ηember in a class involved three factors: 白empathy"，“hosti1ity-
anger"， "depression-dejection caused by others". A correl以:ionanalysis with other external variables 
and internal consistency indicated that this scale has the reliability and validity. Additionally， hierarchical 
multiple regression analysis indicated that group identification acljusted the effect of self-esteem on 
"hostility-anger"， and when group identification was low， the low levels of self-esteem tended to 
the high 1evels of "hostility-anger" on1y in women. These resuJts show the type of emotion toward 
unfavorab1e member in a class and suggest sex differences exist in those e百ects.
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いと学級満足度(iJ市上・今井 ・西J_Ll.鎌田， 2006) 





しにくし、(黒)1. .t，' )1. 2000) ことが挙げられる。
このことは，集団にうまく適応できなかった場合で








tl: に H~}立を当てた初旬aE も存夜する。例えば，竹本J­






のである が!)[l. Îi~ 生徒においてイqJ間集団の成員が









filiされる という現象 (Marqueset 31.， 1988)である。
同じく集団に|期する社会的現象に.内集団に対して
好ましい許制li.行動を示すという内集11バイアス
('1ミljfeJ，BiJJig， Bundy， & Flament， 1971)がある。m.
い羊効果は，女子ましい!文民には内集l立lバイアスが生
じるー ブ工 好まし くない成長iに対しては対極の結果
を示す という点で，内集 I~IIバイアスの特殊なH~であ









































い羊対1~~の機fiE を問 :1妾I'I<J に検討する 。
学級集|ヨ1刈の好ま しくない人物に対するj文rιとし




大竹竹松見. 2却O∞Oω7)九。 大対対一他 (包20∞07の)によれば!感惑引'1































示されており (Branscombe，Wann， Noel， & 
Goleman， 1993). 三I~ い羊効果と笥:按な関連があると
考えられる。さらに，学級集団における排斥に関し
て集団同一視は重要な意味を持つ(中島 .;m， 甲




























































2) J湯江liIJでは B;{5 (さん)として表記したo mM lj~ 
対象者が投影する対象として設定され。制1t対象者の
tUJIJと一致するように配憶した。
:3 )場面 11では Cと表記した。この人物に関しては。
特定のぞi冴Ijを想起させるような記述を行わなかった。















ゴリーは“敵意 ・怒り" (項目例 むかつく)，第 2
カテゴリ ーは“他者に起因するがIlうつ 落ち込み"
(項目例.こんなやつだとは思わなかった)，第 3カ













調査対象者 茨城県内にある 中学校2校の 1・2
年生374t，(男子1891:1. 女子182t，，七1:可Ij不明 3Z:I) 
















場人物の内Tffj や言動の舵写 ("B くんは I~I 分のク ラ
スに絶対勝ってほしいと考え.;17をU:'，して応援しま
した"など)を削除したものを提示し 学級集団内
の好ましくない人物と して設定したタ ーゲット (C)
に対する感情に関する項目に悶答するよう求めた。












(a) 社会 '~J比絞志向性尺度:外LL， (2002)の尺度
のうち，能力比較下位尺j支7項目について 5件法で





















4 )教示文において， ...品lL" に I~ ' 分の 学級を あて
はめて問符するよう;Jとめた。










容的に妥当でない と'l'IJ断 し， 2 項 I~I とも削除 し た。
また，複数のl玉l子に負荷長が高かった 1J[ I~I も削除









第 1Itl子は ‘Cを信じてあげたい "Cを責める
のはよく ない"などの項目が高い負荷量を示 してい
たため共感"と命名した。 第 21玉l -i~・ は白むかつ
Table 1 
くいらいらする"などの項目が高い負荷量を示
していたため， 白・敵意 ・怒 り" と命名した。第 31; 




示した現 I~I (Table 1の大手で、示した項目)で ドー位
尺伎を構成した。 各下位)~ J支の 1;1守的一貫性 を検討す
るために Cronbachの01系数を算出したところ， “共










14.61. SD = 3.66) が男子 (M=13.40，SD=3.71) 
より 得点がi売かった (t(542) = 3.84，戸く.001，d= 
0.33)。 共感“敵意・ 怒り" においては男女で有
意な f~~が見られなかった(111買に ， t (536)= 1.59 ， n.s， 
学級集Iiflj~J の好ましくない人物に:kJ1 る感情}~1互の l主l子分析結よR
m目 M SD Fl F2 F3 
第 11)、i子共感 (α=.77) 
Cを信じてあげたい 2.97 1.16 .81 08 .05 .59 
Cを責めるのはよくない 3.08 1.20 .78 .01 一.08 .60 
Cは!ιぃ人で、はない 3.09 1.17 .64 一.08 03 .47 
C(ま， 本当はそんな こと を忠つてない 2.90 1.14 .56 -.07 04 .36 
Cがそういう発言をするのには何か理由があるのだろう 3.66 1.24 .42 一09 .28 .29 
Cのような見ブjもあるかもしれない 2.98 1.20 .41 05 一.12 .16 
第21EI子敵意怒り(α:=:.84)
むかつ く 3.28 1.28 10 .98 .01 .87 
し、らいらする 3.44 1.23 .Ol .78 .16 .73 
Cに 同じクラスにいてほしくない 2.79 1.26 -.16 .60 一.04 .48 
Cをうっ とうしく!法じる 3.03 1.16 一.18 .42 .05 .32 
第31EI子 他者に起|却するj"[IJうつ ・務ち込み (α =.74)
悲しい 3.59 1.29 04 一.19 .91 72 
残念に思う 3.52 1.24 一.03 .20 .59 50 
やる気がなく なる 3.37 1.28 01 .21 .50 .39 
Ctこがっかりする 3.47 1.20 一.08 .19 .43 32 
ftl子Ui1HIIVJ F2 一.58
F3 .0 .42 
(むucは， l~Jjíúi にお けーる 学級集|立j 内の好ましくない人物を指す。





M SD の ② ① ④ ① 数 範1m
6 6 ~30 18.63 4.84 -.51 *キネ 08 t .02 ?'/ 
敵意怒り① 4 4 ~2() 12.56 4.03 .49 *キ* .18*** .09 * 
他者に起因するjiJlうつ落ち込み① 4 4 ~20 13.96 3.74 .18 * * * .28キ*本 .05 
社会 1'j'~Jtil安志向性① 7 7 ~35 22.23 4.91 .19 *キネ -.02 
柴田!万j一規① 7 7 ~35 23.19 5.11 .3キ**
























5) 1長自2封Ii棒算!感惑{清1f背!守iJ尺ミ!皮主(は止づ全子l山OJ項瓦 10日:ヨiであつたカが{ m: 1担ヨ 8 
う少し i自さ司l 分を尊J敬技でで、きたらと忠う仲が I~I j~)l感情尺度主







1 M SD t 1[(
280 18.34 4.82 1.59 
258 19.00 4.84 
282 12.60 4.08 0.28 
261 12.50 3.96 
282 13.40 3.71 3.84 * * * 
262 14.61 3.66 
テツブ。で、千刺4利j上:会f的!内サ牡上比ヒ!較ト佼交志i向f訂珂I可j世性-. 柴集:1問ヨま到1]1同可一4社視J見t I佐白E主!I尊芸尊(!感惑剖'1
をJ投支入した O i最詮後に， 第3ステッフ。で、社会的比較志
向性と自尊感情の交立作 J=!'は~l ならびに集 I'II 同一視と
I~I 尊感情の交互作用 J買を投入した。各変数の他と交
1工作nJl[の多重共線tl:を回避するために，社会的比





男子は守第 2ステッフ。が手ry'E:ii:'f 1有lで、あり (6.R"=幽05.
F(3，225)ニ 2.48，戸<.10)，集団同一視の襟準j司jfJ}係
数が有意であった(日 =.20，戸く.05)。女子は，第]、
第 2 ステッフ。カf手:f 1~で、あり(Jill~\こ R" = .05. F(l，232) 
=11.05. 戸く.01: 6.R2=.05， F(3，229) =3.76. 
pく.05).第 lステップではパ、スケットボールの重





長率:聖人 外山美樹 宇:級集|まi内における女子ましくない人物に対する感情の検討 31 
(日 =.2.戸く.01)が有意であった。第3ステップ
は男女ともに有意とはならなかった。
続いて， 判k意 ・怒り "を従属変数と して分析を
行った。男子は，いずれのステップも有意ではな
かった。 女子は噌第 lステップは有意ではなかった
カ{第 2 ステップカf 有意 (~R!. ニ . 09 . F(3，229) = 
7.39. Pく.01).第3ステップは有意ではなかった
が.小さな矧1)*1査が認められた(ムR!.= .03. F(2，227) 
=2.40. p=.lO)。第2ステ yフ。で1ま社会的よヒ!F交7ιI:IJ





な らびに I~J ~l感情の得点に各平均値 :!: lSD の値を代
入し，単純傾斜分析を行ったo *j'f巣を Figure1に示
す。分析の結果，集団伺一視が高い場合には. I~I 尊
感情は u敵意 ・怒り"に影響を及ぼさない (b= 0.03. 
(3 = .05，戸=.6)が.集団問一却が低い場合には.
自尊!感情が“敵意・ 怒り"に影響を及ぼしており




2ステ ップのみ有意であった(ムR"=.11. F(3，225) 
=7，70，戸 く.001;ムR2=.11.F(3，229) =5.56， 
戸く.(1)。男子は，社会的比較志向性と集団|司一視





















下{位立 j尺ミ j度支支~I問i自悶!り1の4相i自31関羽を見てみると'まず d共感け は
官~Z苦; ・怒 り" と中 ltll J支の負の中Ij1長jが見られた。 こ
れは，他者への寛容さが怒りと負の村1喝を示すとい
う石川・漬仁I(2007)の結果と一致している。また，
M敵意 ・怒 り" は“他者に起11する1flJうつ・ 滞ち;込
み"と中程度の正の柑関を示していた。これは， 他
者から ~!nf~i: に反する言動 を受けた場合に怒りと iJIlう
つが併存的にi喚起されやすい(遠藤・湯)1，2013) 
という結果を支持する結果となっている。
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自尊感情
Figure ]. 女子における u敵意 ・ 怒り" に I~IjW'感情と集1:1司ー 悦 (highor low)が及ぼす影響。
dJ high と low はそれぞれ • + ]S]) 以上 • -lSD以|ごをノドす。
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